
市職員の給与や定員などをお知らせします。詳細は、市役所本
館１階の市政情報コーナーで閲覧できるほか、市ホームページに
も掲載しています（右下コードからアクセス可）。ここでお知らせ
する給与は、税金や各種保険料などを差し引く前の額で「手取り額」
ではありません。
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

人事行政の
運営状況のお知らせ

職員の給与や勤務条件など

部門 職員数 ※ 4 対前年
増減数令和 6 年 令和 7 年

一般行政 444人 443人 -1人 
特別行政 170人 181人 11人 

公営企業等 137人 134人 -3人 
合計 751人 758人 7人

部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 

※4　職員数は、特別職や再任用短時間勤務職員、会計年度　   
任用職員を含まない

任免の状況
採用（令和 6 年4月2日
～令和 7 年 4 月 1 日）

退職（令和 6 年4月1 日
～令和 7 年 3 月 31 日）

44 人 45 人

人件費の状況（令和 6 年度  普通会計決算）
住民基本台帳人口

（令和 7 年 1 月 1 日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）  ※ 1 人件費率（Ｂ／Ａ） 前年度の人件費率
75,322 人 388 億 5,222 万円 10 億 9,845 万円 70 億 7,966 万円 18.2 ㌫ 17.2 ㌫

職員給与費の状況（令和 6 年度  普通会計決算）
職員数（Ａ） 

（令和 7 年 4 月 1 日現在） 
給与費  ※2 １人当たり

給与費（Ｂ／ A）給料 職員手当  ※3 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
624 人 25 億 1,167 万円 4 億 6,892 万円 10 億 6,006 万円 40 億 4,065 万円 648 万円

ラスパイレス指数の状況
（各年 4 月 1 日現在）
（国家公務員の給与を 100 とした場合   

　の舞鶴市の給与水準）
令和 5 年 令和 6 年

100.6 100.0

職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

※5　国家公務員給与等実態調査における行政職俸給表適用職員の数値
※6　給料月額と諸手当（国家公務員と同ベース）の額を合計したもの

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 ※6
行政職 42.0 歳  339,327 円 371,654 円
国 ※5 41.9 歳 332,237 円 414,480 円

初任給の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
区分 舞鶴市 国

行
政
職

大学卒 220,000 円 220,000 円

高校卒 188,000 円 188,000 円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 288,658 円 341,240 円 376,220 円
高校卒 255,171 円 279,983 円 341,000 円

期末・勤勉手当の状況（令和 6 年度  普通会計決算）
区分 舞鶴市 国

令和 6 年度
支給割合

 期末 勤勉 令和 6 年度
支給割合

 期末 勤勉
2.5 月分 2.1 月分 2.5 月分 2.1 月分

 職制上の段階、職務の
 級等による加算措置 有  職制上の段階、職務の

 級等による加算措置 有

時間外勤務手当の状況（令和 6 年度  普通会計決算） 

※　他の手当として、扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当を支給

令和 6 年度 支給総額 2 億 1,176 万円
支給職員 1 人当たり平均支給年額 39 万円

令和 5 年度 支給総額 2 億 1,535 万円
支給職員 1 人当たり平均支給年額 40 万円

特別職の報酬等の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
区分 給与月額等

給
料

市長
副市長
教育長

　　　　   949,000 円 ※ 7
　　　　   781,000 円　　
 　　　　  688,000 円

報
酬

議長
副議長
議員

570,000 円
480,000 円
440,000 円

期
末
手
当

市長
副市長
教育長

（令和 6 年度支給割合）
3.30 月分

議長
副議長
議員

（令和 6 年度支給割合）
3.45 月分

※1　人件費には、一般職に支給される給与のほか、特別職や会計年度任用職員に支給される報酬などを含む

※7　市長の給料は、表記の金額から3割減額

期末・
勤勉
手当

【
有
料
広
告
】

※2　給与費には、再任用短時間勤務職員の給与費を含み、職員数には当該職員は含まない
※3　職員手当には退職手当を含まない　
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叙
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中
江
喜
三
男（
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来
）警
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功
労（
元
京

都
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警
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部
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功
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元
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視
）
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功
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縣
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元
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。
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叙
勲
、
大
臣
表
彰
、
全
国
大
会
で
好
成
績
・

全
国
大
会
出
場
者
を
紹
介

生
活
衛
生
功
労
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰

　
岩
崎
光
哲（
京
都
府
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合 

副
理
事
長
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
京
都
府
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
の
役
員
を
務
め
、
衛
生

水
準
の
向
上
と
業
界
の
地
位
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
が
評
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さ
れ
ま
し
た
。
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生
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働
大
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☆
社
会
福
祉
事
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従
事
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等

　
鈴
木
令
子（
社
会
福
祉
法
人
み
ず
な
ぎ

学
園 

園
長
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業
従

事
者
と
し
て
そ
の
業
務
に
精
励
し
、
社

会
福
祉
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
社
会

福
祉
事
業
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰

　
中
井
田
智
子（
株
式
会
社
ア
ト
ラ
ス
）

　

建
設
産
業
に
従
事
し
て
い
る
現
役
の

技
能
者
の
中
で
、
第
一
線
の
現
場
作
業

に
従
事
し
、
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
関
係
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰

　
松
岡
美
津
江（
舞
鶴
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
委
員
）

　

国
民
参
政
１
３
５
周
年
・
普
通
選
挙

１
０
０
周
年
・
婦
人
参
政
80
周
年
を
記

念
し
、
選
挙
の
啓
発
運
動
に
尽
力
さ
れ
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
が
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価
さ
れ
ま
し
た
。
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績
お
め
で
と
う

☆
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ス
ポ
ー
ツ
大
会　
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ス
リ
ン
グ
競
技

　
（
９
月
29
日
～
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月
２
日
、
滋
賀
県
）

❖
少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
レ
ス
リ

ン
グ
51
㌔
級 

準
優
勝
…
池
田
響
介（
日

星
高
２
年
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会 

第
27
回
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

　
（
８
月
19
日
～
22
日
、
神
奈
川
県
）

❖
男
子
団
体
戦
・
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス

…
山
中
大
慈（
東
舞
鶴
高
浮
島
分
校
４

年
）

❖
女
子
団
体
戦
…
笹
渕
妃
依（
東
舞
鶴
高

浮
島
分
校
４
年
）
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、
敬
称
略
）
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